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報告の概要
• PFAS汚染の背景
• 曝露と健康影響
• 沖縄、東京などでの事例
• 国内外の動向
• 今後に向けて



https://mylearnlab.link/yukimuki/

PFAS（有機フッ素化合物）

PFASとは？
(per- and polyfluoroalkyl substances)

• ペル／ポリフルオロアルキル物質
（少なくとも4700種類以上）

• 人工の有機物（炭素C をふくむもの）
• 水素ではなく フッ素 F で覆われた
ペルフルオロアルキル鎖Rf CF3-(CF2)n- を持つ

• 耐熱性、耐光性

• PFAS関連物質も最終的に
安定なPFASになって残留する可能性

• 特に注目されている2物質
ペルフルオロオクタンスルホン酸 (PFOS)
ペルフルオロオクタン酸 (PFOA)



PFAS類の用途
• 撥水撥油コーティング剤
• 泡消火剤（特にPFOS）
• 半導体フォトレジスト
• 金属メッキ槽のミスト抑制剤
• アリ誘引殺虫剤の有効成分
• 航空機油圧作動油の抗腐食剤
• フッ素樹脂製造時の加工補助剤

（特にPFOA）



PFASsの利用と汚染
• 1940年代に3Mによって開発された。
• 2000年5月、3M社がPFOA・PFOS生産の

2002年までの自主的廃止を発表

• PFASの性質である環境残留性により各地で深
刻な地下水や土壌汚染が継続しており健康影
響が懸念

• PFOS/PFOA以外のPFASは依然使用されてい
る

Emerging chemical risks in Europe — ‘PFAS’— European Environment Agency 

Sources: US National Toxicology Program, (2016); C8 Health Project Reports, (2012); 
WHO IARC, (2017); Barry et al., (2013); Fenton et al., (2009); and White et al., (2011). 



• 全国79河川 (2002年、2003年調査)
PFOAは大阪近辺で高濃度

• 水道水でも関西地域でPFOA高め

(Saito et al., AECT 2003; J Occup Health 2004)

河川水のPFAS分布

(Harada et al., BECT 2003)

2002年の多摩川調査

A-IまでPFOSは10 ng/L以下、M-Wは36から157 ng/L
砧浄水場からの水道水は43から50 ng/L



大阪国際空港付近

O1・O3・O4
空港施設からの排水路
O5
下水処理水放流口

位置 PFOA PFOS
(nｇ/L) (nｇ/L)

大阪国際空港付近

O1 39.2 96.0
O2 40.8 9.6
O3 36.4 57.2
O4 56.6 526
O5 64.4 73.2
O6 55.0 10.2
O7 41.2 30.4

航空関連施設周辺での汚染
• PFAS問題の初期から、ミシガン州Wurtsmith

空軍基地の消火訓練場、トロント・ピアソン国際
空港での汚染が報告されていた

• 日本国内でも大阪国際空港（伊丹空港）の
周辺河川、横田基地に近い多摩川上流下水
処理場（現・多摩川上流水再生センター）放
流水でPFOS濃度が高かった

• 北海道の空港周辺河川の調査事例も



土壌汚染と地下水汚染

国立環境研究所HPからPFASは分解しにくく、水に溶けやすい
土壌のなかをゆっくりと進んでいく
地下水から河川へのしみ出しもある

泡消火剤とPFAS汚染
• 航空関連施設では、燃料火災に備えて消火設

備が備えられている
• 消火剤として泡消火剤AFFFsが採用されてきた
• 主成分はPFOSであった（3M light water）
• 事故時の放出以外に、訓練などでも使用
• 開放系での使用のため、環境への影響が大きい



https://www.ewg.org/research/mapping-pfas-chemical-contamination-206-us-military-sites

2017年に401施設のうち90施設が勧告値超え
2021年末には687施設で過去のPFAS使用が特定され、
地下水汚染の懸念が示されている。

米国の多くの軍施設で地下水汚染



宜野湾市での調査
• 2016年の沖縄県の調査以降、北谷浄水場取

水源、普天間飛行場周辺湧水での高濃度
PFOSの検出

• 2019年4月に宜野湾市および南城市の住民の
要望、協力により、普天間飛行場周辺のPFAS
環境汚染の研究機会

血漿中PFASs濃度

(小泉・原田, 環境と公害 2020)



普天間飛行場泡消火剤流出事故
• 2020年4月10日午後4時40分ごろ、米

軍普天間飛行場から泡消火剤が基地外に
流出

• PFOSを含む可能性, 14万3830リットル

写真：琉球新報社

航空自衛隊那覇基地泡消火剤流出

• 2021年2月26日午後3時30分ごろ、那覇
基地から泡消火剤が基地外に流出

• PFOSを含まない代替品との当初説明、約
900リットル、のちの分析でPFOS含有と判明

写真：琉球新報社 動画：twitter 
https://twitter.com/CGGBeen/status/1365501624274182145



https://ryukyushimpo.jp/news/entry-1555603.html



（大宜味村を比較対照として）血漿中PFOS濃度濃度は沖縄市、
宜野湾市喜友名、北谷町の参加者で有意に高かった。

X:調査地点,Y:平均(PFOS) & PFOS
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琉球新報 https://ryukyushimpo.jp/news/entry-1664113.html

健康リスクの予防のための目安であるドイツ環境庁のHBM-IIでは
PFOSは血中濃度20 ng/mL、PFOAは10 ng/mLと2019年に公表
これを超える場合には曝露を低減することが必要

米国アカデミーが2022年8月に公表した臨床ガイダンスでは
7つのPFAS（PFOS, PFHxS, PFOA, PFNA, PFDA, PFUnDA, MeFOSAA）の合計値で
20 ng/mLを超える患者へは特別の注意を勧めている





東京多摩地域での調査
• 「多摩地域のPFAS汚染を明らかにする会」が

11月14日、検査を23日に始めると正式発表
• 京都大学で血液中のPFASを分析
• 主な4つのPFAS（PFOS、PFOA、PFHxS、

PFNA）についてまとめ
• 米国アカデミーの指標値（20 ng/mL）との比

較
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PFAS汚染は全国的な課題



https://newsdig.tbs.co.jp/articles/cbc/741836?page=2



https://www3.nhk.or.jp/lnews/aomori/20240603/6080022762.html

https://www.tokyo-np.co.jp/article/321715



https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=145204&query=R

https://www.asahi.com/articles/ASS6K3VGXS6KPITB004M.html



https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/523484

まとめと今後
• 泡消火剤を利用してきた施設周辺ではPFAS汚

染が認められてきた
• PFAS汚染が見られる地域での血中濃度は健

康リスクを懸念する状況

• これまでPFASを様々な場面で使用してきたこと
から汚染は各地に存在するが、把握されていな
い箇所がありうる

• PFAS使用の履歴と汚染調査がリンクする必要
• 環境省だけでは限界がある


